
外郭団体経営改善計画書

（平成26年～28年度）

一般財団法人摂津市施設管理公社



摂津市施設管理公社における現状分析シート

分　野 現　状 課題・問題点 目　標

　有機的連携に基づき文化を育む施設管理を
行う。
　職員一人一人がやる気と使命感を持った組
織が構築されている。

経営・団体運営

　平成１８年６月に公布された公益法人制
度改革３法が平成２０年１２月１日から施
行され、公益法人制度改革がスタートし
た。改正前の民法第３４条に設立根拠を持
つ財団法人である管理公社は、まず一般財
団法人（非営利型）に移行した後、事業の
推移等を見定めた上で、適切な時期に公益
財団法人への移行を目指すことを方針とし
て作業を進め、平成２５年４月１日に「一
般財団法人摂津市施設管理公社」として新
法人に移行した。

　摂津市の指定管理者制度の導入により、
平成１８年度から管理公社は、それまで管
理を受託していた市民文化ホールなど１１
施設に加え、新たにふれあいルームなど５
施設の指定管理者となった。
　平成２６年度から新たな指定管理の期間
が始まり、市民文化ホール・コミュニティ
プラザ等５施設の指定管理者として業務を
行っている。

　これまでの管理公社は、市の公の施設の管
理運営と、文化事業の実施をその主な事業と
してきた。特に公の施設の管理運営事業は、
管理公社設立の目的であり、主な収益源で
あったが、管理委託制度から指定管理制度へ
の移行など、管理公社の置かれている状況は
厳しいものがある。
　これからの管理公社は、これまでの事業を
継続しつつ、長年培ってきたノウハウを活か
した事業の拡大と、阪急摂津市駅前の南千里
丘を中心とした、まちづくりへの参画、ま
た、事業のソフト化に取り組んでいくための
新たな組織強化を進めていく必要がある。
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摂津市施設管理公社における現状分析シート

分　野 現　状 課題・問題点 目　標

　現在の管理公社職員の給料は、市職員に比
して本給で１０号低く設定されている。しか
し、指定管理者制度の導入などの環境変化に
対応していくためには一層の抑制努力が求め
られており、一般法人移行後の給与に関する
規則では、給料表を９級制から７級制に改め
た。これにより、将来の給与負担に一定の抑
制がかけられている。
　しかしながら、今後ともその管理には注意
を払っていく必要がある。

　人件費の管理・抑制が徹底されている。

　基本財産１億円の運用益が銀行等の預金利
率の低下により見込めなくなったこと、高齢
者を多数雇用することにより得られる高齢者
多数雇用奨励金の廃止等、時代の変化に伴い
管理公社の設立当初に見込まれていた収入が
確保できないことから、指定管理業務に加え
てそれ以外の収入を得る方法を見出す必要が
ある。

　新たなソフト事業の創造と展開が図られて
いる。

財　務

　管理公社の収入は全体の99％を摂津市か
らの指定管理業務及び委託業務にかかる管
理料が占め、独自の財源はわずかである。
　そのなかで事業費用全体は、事業収入と
同様の推移を示している。しかしその構成
を見ると、１８年度以降、管理施設が増加
したため物件費が大幅に増加しているが、
人件費はほとんど増えていない。給与等の
人件費は、定期昇級により増加し、業務の
拡大は定期昇給以上の増加要因になるが、
管理公社としての経費削減努力の結果が反
映していると考えている。

　事業費用の内おおよそ３０～４０％は、
人件費である「給与等」が占めており、そ
の７５～８０％はプロパー職員および高年
者職員等への「給料手当」となっている。
　プロパー職員の給料は、初任給で市職員
よりも１０号下位にある。

2



摂津市施設管理公社における現状分析シート

分　野 現　状 課題・問題点 目　標

人材育成

　高年者事務職員の退職を不補充とし、臨
時職員で対応するなどの措置を講じ、平成
２６年度の職員は、プロパー職員１０名、
高年者職員２名、任期付職員６名の１８名
体制である。

　管理公社設立から２３年が経過し、プロ
パー職員の年齢構成は５０代３人、４０代５
人、３０代２人と年々上昇していることか
ら、職位の配置計画と採用計画を見直す時期
に来ている。
　そのなかで、職員の能力向上を目的として
内部研修を実施すると共に各種団体や関係団
体が実施する研修に参加し人材育成に努める
必要がある。
　公の施設を長期安定的に管理運営していく
ためには、在職期間が短くならざるを得ない
高年者事務職員や任期付職員では安定的な経
営のためのノウハウの蓄積という点で限度が
ある。

　職員研修の定例化が実現されている。
　派遣研修が計画的に実施されている。
　人間基礎教育が実践されている。
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摂津市施設管理公社における現状分析シート

分　野 現　状 課題・問題点 目　標

事業

　管理公社は行政と市民との中間項として
位置する存在であり、市の総合計画に示さ
れた協働を実現していくことのできるポジ
ションにある。
　平成２４年度から、市民文化ホールでの
事業ノウハウを活かす具体的な取り組みと
して、市と関係事業者、市民の協働の取り
組みである「南千里丘 Rock Museum」を開
催した。
　この取り組みは、平成２２年３月に摂津
市駅が、同年７月にコミュニティプラザが
オープンし、次第に住民も増えている南千
里丘エリアに若い人を呼び込み、新たな賑
わいを創り出そうという取り組みである。
主催者である摂津市と管理公社に加えて、
(有)ジャックライオン、三井不動産レジデ
ンシャル(株)、(株)ユニチカエステート、
南千里丘まちづくり協議会、香千商店会、
Casual Restaurant石亭、（公社）摂津市シ
ルバー人材センターが、それぞれの力を出
し合って参加している。

南千里丘まちづくり事業
　　「南千里丘 Rock Museum」
　「南千里丘 Rock Museum」は、まだ数は少
ないが市民ボランティアの参加もあった。初
めての取り組みであり、まだまだ改良する点
は多いが、将来は、
・実行委員会に高校生や大学生の参加を求
め、より広い層にアピールする企画を展開す
る。
・出演者、実行委員、ボランティアスタッフ
及び過去の来場者による口コミのＰＲ効果を
高め、集客を強化する。
・境川せせらぎ緑道をイベント会場として生
かし、コミプラと文化ホールを連結すること
によって、南千里丘エリア全体を面として賑
わいを演出する。
・地元香千商店会の参加を拡大し、まちの賑
わいを創り出していく。
などの展開を考えており、若い市民層に認知
された企画として発展させていく必要があ
る。

　南千里丘エリアに協働による新たな賑わい
が創造されている。
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摂津市施設管理公社における現状分析シート

分　野 現　状 課題・問題点 目　標

　管理公社は行政と市民との中間項として
位置する存在であり、市の総合計画に示さ
れた協働を実現していくことのできるポジ
ションにある。
　平成２５年度からコミュニティプラザの
屋上庭園を活用し「南千里丘 夕涼み会」開
催した。この取り組みは、近隣の自治会、
住民、商店会及び施設利用者に交流の場を
提供すると共に、新たな利用者の拡大に努
め、地域に親しまれる施設を目指し、施設
に事務所を置くシルバー人材センター、保
健センター、男女共同参画センター、市民
活動支援課と管理公社が協力し、職員が手
作りで実施している。

南千里丘まちづくり事業
　　「南千里丘 夕涼み会」
　会場の規模から施設近隣の自治会及び市民
への案内にとどまっており、来場者の安全確
保を図りつつ事業規模の拡大を図る必要があ
る。

　南千里丘エリアに協働による新たな賑わい
が創造されている。

　文化事業としては、以前開催していた市
民講座や文化講座が廃止され、コンサート
や落語会等が限定的に実施されている。他
に市民対象事業として囲碁将棋大会、摂津
いきいき塾等を実施している。
　市民が個々に楽しむことができる、様々
な文化関連の市民活動が展開されている。

　既存の文化事業は継続していく必要がある
と共に、文化関連の様々な市民活動について
は、参加者が個々に楽しむものから一つ先の
段階として、市民の相互交流の増進を図る取
り組みに発展させ、多面的な取り組みが必要
である。

　既存事業の継続と新たな自主事業の展開に
より市民文化の向上が図られている。
　既存の事業、管理公社が持つ市民団体との
つながり、施設の管理運営のノウハウを活か
し、多様な取組みのもと、組織化、交流を促
す支援活動が展開されている。

事業
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分　野 現状分析による課題・問題点 課題・問題を解決するための行動計画（具体的取組み）

　これまでの事業を継続しつつ、長年
培ってきたノウハウを活かした事業の拡
大と、阪急摂津市駅前の南千里丘を中心
とした、まちづくりへの参画を進めてい
く必要がある。

効率的・効果的な施設の管理運営
　平成２６年度から管理公社が指定管理者として管理運営を行うコ
ミュニティプラザは、「南千里丘まちづくり構想」に基づき「市民の
新たな交流拠点として、様々な世代や文化の交流機能を創出する」た
めのシンボル施設として、平成２２年７月にオープンした。そこに
は、管理公社が長年管理運営してきた旧総合福祉会館の機能に加え
て、保健センター、男女共同参画センター、シルバー人材センターが
ビルドインされると共に、市民交流や生涯学習活動のセンター機能を
持たせるための会議室等が設けられている。
　同様に管理公社管理運営を行っている市民文化ホールは「南千里丘
まちづくり構想」のエリアにあり、機能が重複しているところもあ
る。
　利用者の目的によって使用する施設を相互に案内、また、両施設が
連携してイベントを実施するなど、南千里丘エリアに配置された市民
文化ホールとコミュニティプラザを一体管理することで、市民の利便
性を向上させるとともに、施設利用の有機的連携と柔軟化を図る。
　また、施設の保守点検業務等も両施設を一体契約とすることで経費
削減を図る。

　事業のソフト化に取り組んでいくため
の新たな組織体制の強化を進めていく必
要がある。

組織体制の強化
全体ミーティングの実施
　全体ミーティングを実施し、各施設や部門が抱える問題点、事業の
進捗状況等、職員の共通認識を深めると共に問題解決に取り組み連携
を図る。
働く環境の整備
　職場環境や職員の福利厚生等、働く環境を整備し職員の労働意欲向
上を図る。
経営強化のための組織統合を検討
　経営の合理化と強化を目的とした外郭団体の組織統合を検討する。

摂津市施設管理公社 行動計画（具体的取組み）設定シート

経営・団体運営
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分　野 現状分析による課題・問題点 課題・問題を解決するための行動計画（具体的取組み）

摂津市施設管理公社 行動計画（具体的取組み）設定シート

　管理公社の人的経費は市職員と比べて
少ない現状ではあるが、今後ともその管
理には注意を払っていく必要がある。

人件費の管理・抑制
　管理公社においては、将来的に見た人件費を抑制し公の施設の管理
運営コストの削減を意図した給料表の見直しと、職員の勤務条件を見
直し間接的に人件費の抑制を図るため休暇制度の見直しを平成２５年
度に実施した。今後においてもその効果を確認すると共に管理公社の
財務状況に即した管理・抑制を検討する。

　指定管理業務に加えてそれ以外の収入
を得る方法を見出す必要がある。

事業のソフト化
　指定管理者制度の導入などの環境変化に対応し、このような状況を
乗り越えていくためには、新たな業務の領域を開拓する必要があり、
業務のソフト化、つまり事務部門やイベント部門への業務の拡大がそ
の一つの選択肢になりうると考える。その際必要なのは、公益性の確
保と独立性の強化という２つの視点であり、この２つの視点を共に満
たす業務のソフト化の方法として当面考えられるのは、市の業務の
内、外部化可能なものを受託することではないかと考えている。
　現在、各課が行っている業務の内、コア業務とそれ以外を分け、各
種団体の事務局に関する事務や共催イベントの事務処理などコア業務
でないものは可能であれば外注化することにより、総コストの削減が
可能になる。このような業務はそれぞれの単位としては小さく、民間
で受託する事業者は現在のところほとんどない。また、市民の個人情
報を扱うケースも少なからず有りうる。そのような事業を、市が設立
した組織である管理公社が受託することは十分可能であろうし、市民
の理解も得られるのではないだろうか。このような取り組みは、市の
行革を推進するものであると共に、その収益を公益事業として市民に
還元していく仕組みを作れば、市と管理公社双方がWin Winの関係をつ
くることに結びつくと考える。

財務
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分　野 現状分析による課題・問題点 課題・問題を解決するための行動計画（具体的取組み）

摂津市施設管理公社 行動計画（具体的取組み）設定シート

職員研修の定例化
　施設の設置目的の理解、市民ﾆｰｽﾞの理解、施設を活用したｻｰﾋﾞｽの提
供、市民への対応能力、業務を適正に行うための正確な知識の習得を
目的とした職員研修を定期的に実施。

派遣研修の実施
　新しい職場、新しい業務、新しい人間関係を経験し、職員の視野を
広げるため派遣研修を実施する。また、市からも管理公社へ職員を派
遣し、法人の業務運営について内部から把握した上で適切な指導監督
を行うことを目的とした人事交流ができないか協議を進める。

人間基礎教育の実践
　月１回、職員による施設周辺の清掃活動を行い、人間基礎教育にお
ける奉仕の精神を職員が理解する。

　初めての取り組みであり、まだまだ改
良する点は多いが、将来は、「実行委員
会に高校生や大学生の参加を求め、より
広い層にアピールする企画を展開す
る。」、「出演者、実行委員、ボラン
ティアスタッフ及び過去の来場者による
口コミのＰＲ効果を高め、集客を強化す
る。」、「境川せせらぎ緑道をイベント
会場として生かし、コミプラと文化ホー
ルを連結することによって、南千里丘エ
リア全体を面として賑わいを演出す
る。」、「地元香千商店会等の参加を拡
大し、まちの賑わいを創り出してい
く。」などの展開を考えており、若い市
民層に認知された企画として発展させて
いきたい。

南千里丘まちづくり事業「南千里丘 Rock Museum」
　「南千里丘 Rock Museum」の取り組みは、コミュニティプラザと市
民文化ホールを有機的につないでまちの賑わいを創り出すものであ
り、双方の連携が不可欠なイベントである。継続して実施し、軽音楽
を通して南千里丘エリアに高校生・大学生を中心とした若い人を呼び
込み、新たな賑わいを作り出す。
　事業実施５年目終了時点で、次年度以降の方向性について再検討す
る。

人材育成

　管理公社設立から２３年が経過し、プ
ロパー職員の年齢構成は５０代３人、４
０代５人、３０代２人と年々上昇してい
ることから、職位の配置計画と採用計画
を見直す時期に来ていると言える。
　そのなかで、職員の能力向上を目的と
して内部研修を実施すると共に各種団体
や関係団体が実施する研修に参加し人材
育成に努める必要がある。

事業
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分　野 現状分析による課題・問題点 課題・問題を解決するための行動計画（具体的取組み）

摂津市施設管理公社 行動計画（具体的取組み）設定シート

　会場の規模から施設近隣の自治会及び
市民への案内にとどめており、来場者の
安全確保を図りつつ事業規模の拡大を図
る必要がある。

南千里丘まちづくり事業「南千里丘 夕涼み会」
　コミュニティプラザの屋上庭園を活用し、花火大会に合わせてミニ
コンサートを実施し、近隣の自治会、住民、商店会及び施設利用者に
交流の場を提供するとお共に新たな利用者の拡大に努め、地域に親し
まれる施設を目指す。

　教育委員会所管である公民館と事業が
競合することから縮小され、現在では市
民文化ホールを利用したコンサートや落
語会等に限定して事業を実施している。
これらの事業は「市民文化の向上」を図
るという点では意義を持っており、今後
とも継続していくべき事業であるが、そ
れを「市民の相互交流の増進」を図る取
り組みにまで発展させていくためには、
より多面的な取り組みが必要である。

新しい自主事業の実施
　市内では、自治会やボランティアなどの公益的活動のほか、文化、
スポーツ活動など、さまざまな市民活動が展開されている。特に文
化、スポーツ活動では、それが個人的な楽しみの段階から市民交流に
まで発展し、いきいきした市民生活を支えるものになるためには、多
様な取り組みと組織化、交流を促す支援活動が必要であり、その点で
管理公社の持つ市民団体とのつながりや、長年の施設の管理運営で得
られたノウハウを活かすことができる。管理公社の自主事業として
は、これまで継続して開催してきた「摂津市囲碁将棋大会」がある
が、平成２４年度から新しい取り組みとして「摂津いきいき塾」を始
めた。このような取り組みが、今後どのように展開していけるか検討
する。

事業
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効率的・効果的な施設の管理運営 目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

利用者の目的によって使用する施
設を相互に案内、また、両施設が
連携してイベントを実施するな
ど、南千里丘エリアに配置された
市民文化ホールとコミュニティプ
ラザを一体管理することで、市民
の利便性を向上させるとともに、
施設利用の有機的連携と柔軟化を
図る。

年次計画

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞと市民
文化ﾎｰﾙとの連携を
強化し、利用者の
利便性向上と効率
的な管理運営を行
い経費削減を図
る。

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞと市民
文化ﾎｰﾙとの連携を
強化し、利用者の
利便性向上と効率
的な管理運営を行
い経費削減を図
る。

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞと市民
文化ﾎｰﾙとの連携を
強化し、利用者の
利便性向上と効率
的な管理運営を行
い経費削減を図
る。

指針該当項目（－） 実績

組織体制の強化
「全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの実施」

目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

月１回、管理公社の全体ミーティ
ングを実施し、各施設や部門が抱
える問題点、事業の進捗状況等、
職員の共通認識を深めると共に問
題解決に取り組み連携を図る。

年次計画
職員が一丸となっ
て問題解決に取り
組む。

職員が一丸となっ
て問題解決に取り
組む。

職員が一丸となっ
て問題解決に取り
組む。

指針該当項目（－） 実績

組織体制の強化「働く環境の整
備」

目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

人件費の抑制を図る一方で、職場
環境や職員の福利厚生等、働く環
境を整備し職員の労働意欲向上を
図る。

年次計画
職員厚生会の活用
を検討。

職員厚生会活用の
運用開始及び他の
職場環境整備を検
討。

継続して検討。

指針該当項目（－） 実績

職員一人一人がやる気と使命感を持った組織が構築されて
いる。

分野 自己評価（団体） 所管課評価（市）
行動計画

（具体的取組み）

職員一人一人がやる気と使命感を持った組織が構築されて
いる。

有機的連携に基づき文化を育む施設管理を行う。

総合評価進捗状況

摂津市施設管理公社 経営改善計画

経営・団体運営
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分野 自己評価（団体） 所管課評価（市）
行動計画

（具体的取組み）
総合評価進捗状況

摂津市施設管理公社 経営改善計画

組織体制の強化
「経営強化のための経営統合を検討」

目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

経営の合理化と強化を目的とした
外郭団体の組織統合を検討する。

年次計画
他市の実施例を情
報収集。

公社内部で検討。
市所管課及び関連
の外郭団体と協
議。

指針該当項目（－） 実績

人件費の管理・抑制 目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

将来的に見た人件費を抑制し公の
施設の管理運営コストの削減を意
図した給料表の見直しと、職員の
勤務条件を見直し間接的に人件費
の抑制を図るため休暇制度の見直
しを平成２５年度に実施した。今
後においてもその効果を確認する
と共に管理公社の財務状況に即し
た管理・抑制を検討する。

年次計画
効果を管理し、状
況に応じて対応策
を検討。

効果を管理し、状
況に応じて対応策
を検討。

効果を管理し、状
況に応じて対応策
を検討。

指針該当項目⑤） 実績

事業のソフト化 目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

市の各課が行っている業務をコア
業務とそれ以外を分け、各種団体
の事務局に関する事務や共催イベ
ントの事務処理などコア業務でな
いものの内、外部委託が可能な事
務を行革の受け皿として管理公社
が受託する。

年次計画
市の担当課と外部
委託可能な事務が
あるか協議。

外部委託可能な事
務について予算
化。

可能な業務から順
次実施。

指針該当項目⑤ 実績

財　務

新たなソフト事業の創造と展開が図られている。

組織体制の強化

人件費の管理・抑制が徹底されている。
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分野 自己評価（団体） 所管課評価（市）
行動計画

（具体的取組み）
総合評価進捗状況

摂津市施設管理公社 経営改善計画

職員研修の定例化 目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

施設の設置目的の理解、市民ﾆｰｽﾞ
の理解、施設を活用したｻｰﾋﾞｽの提
供、市民への対応能力、業務を適
正に行うための正確な知識の習得
を目的とした職員研修を定期的に
実施。

年次計画
外郭団体の合同研
修会を実施。

外郭団体の合同研
修会を実施の他、
独自の研修を実施
する。

外郭団体の合同研
修会を実施の他、
独自の研修を実施
する。

指針該当項目（－） 実績

派遣研修の実施 目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

新しい職場、新しい業務、新しい
人間関係を経験し、職員の視野を
広げるため派遣研修を実施する。
また、市からも管理公社へ職員を
派遣し、法人の業務運営について
内部から把握した上で適切な指導
監督を行うことを目的とした人事
交流ができないか協議を進める。

年次計画
研修計画及び人事
交流について検
討。

可能な場合は派遣
研修を実施。

継続して実施する
かを検討。

指針該当項目（－） 実績

人間基礎教育の実践 目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

月１回、職員による施設周辺の清
掃活動を行い、人間基礎教育にお
ける奉仕の精神を職員が理解す
る。

年次計画
職員が月１回の施
設周辺の清掃活動
を実施。

職員が月１回の施
設周辺の清掃活動
を実施。

職員が月１回の施
設周辺の清掃活動
を実施。

指針該当項目（－） 実績

人材育成

職員研修の定例化が実現されている。

派遣研修が計画的に実施されている。

人間基礎教育が実践されている。
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分野 自己評価（団体） 所管課評価（市）
行動計画

（具体的取組み）
総合評価進捗状況

摂津市施設管理公社 経営改善計画

南千里丘まちづくり事業
「南千里丘 Rock Museum」

目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

軽音楽を通して南千里丘エリアに
高校生・大学生を中心とした若い
人を呼び込み、新たな賑わいを作
り出す。

年次計画

実行委員会組織の
在り方を明確に
し、集客を強化す
る。

継続実施に向け事
業の充実を図る。

継続実施を検討。

指針該当項目⑤ 実績

南千里丘まちづくり事業
「南千里丘 夕涼み会」

目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

コミュニティプラザの屋上庭園を
活用し、花火大会に合わせてミニ
コンサートを実施し、近隣の自治
会、住民、商店会及び施設利用者
に交流の場を提供するとお共に新
たな利用者の拡大に努め、地域に
親しまれる施設を目指す。

年次計画

継続実施しつつ、
次年度以降の開催
について検討す
る。

継続実施しつつ、
次年度以降の開催
について検討す
る。

継続実施しつつ、
次年度以降の開催
について検討す
る。

指針該当項目（－） 実績

新しい自主事業の実施 目標

具体的内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度

過去に管理公社が実施していた各
種講座及びｲﾍﾞﾝﾄを市民のニーズに
適した新たな手法で実施する。

年次計画

前年度に実施した
事業を継続実施し
つつ次年度の新規
講座実施に向けて
情報を収集。

前年度に実施した
事業を継続実施し
つつ次年度の新規
講座実施に向けて
情報を収集。

前年度に実施した
事業を継続実施し
つつ次年度の新規
講座実施に向けて
情報を収集。

指針該当項目⑤ 実績

南千里丘エリアに協働による新たな賑わいが創造されている。

事　業

管理公社が持つ市民団体とのつながり、施設の管理運営の
ノウハウを活かし、多様な取組みのもと、組織化、交流を
促す支援活動が展開されている。

南千里丘エリアに協働による新たな賑わいが創造されている。
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